
こんにちは。いつも弊社をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

毎年 5月１５日に行われる京都の三大祭りの一つ「葵祭」は、正式には「賀茂祭」といい、参列

者や社殿、諸用具に葵（フタバアオイ）を飾ることから葵祭と呼ばれるようになりました。平安時

代の優雅な王朝装束に葵の葉を飾った行列で知られていますが、もとは朝廷行事で、本来の祭儀は

｢宮中の儀｣｢路頭の儀｣｢社頭の儀｣の三つで構成され、現在行われているのは｢路頭の儀｣と｢社頭の

儀｣の二つだそうです。映像でしか見たことはありませんが、平安貴族の装いを身にまとった人々の

行列は、とても優雅で華やかな空気を醸し出していました。 

 

 

■ 5月ＧＷ期間中の営業についてのご案内 

収集・リサイクル業務につきましては通常通りの営業です。 

◆事業系一般廃棄物の収集  通常通り回収いたします。 

◆食品廃棄物等のリサイクル 通常通り受入いたします。 

 

なお、事務所につきましては、誠に勝手ながら、平成 30年

5月 3日（木）から 5月 6日（日）まで休業とさせていただ

きます。休業期間中の収集・リサイクル関連へのお問合わせに

つきましては、下記の臨時連絡先へお願い申し上げます。 

 

  ◆ 事業系一般廃棄物の収集（大阪市・堺市）のお問合せ先    080-4728-0070 

  ◆ 食品廃棄物等のリサイクルのお問合せ先           080-4706-7791 

 

 

■ 一般廃棄物の排出及び処理状況等（平成 28年度）について 

環境省より、平成 28年度における全国の一般廃棄物（ごみ及びし尿）の排出及び処理状況等の

調査結果が公表されました。 

概要として、ごみ総排出量は 4,317万トン（東京ドーム約 116杯分）、１人１日当たりのごみ

排出量は 925グラムで、ともに減少。直接最終処分量と中間処理後に最終処分された量とを合計

した最終処分量は 398万トンで、前年比 4.6％減、リサイクル率は横ばいである。ごみ焼却施設

数は 1,141施設から 1,120施設に減少し、発電設備を有する施設は 358施設と全ごみ焼却施設

の 32.0％となっており、また、ごみ焼却施設における総発電電力量は 8,762 GWh（約 295万

世帯分の年間電力使用量に相当）に増加した。最終処分場については概ね減少傾向にあり、施設の

確保が厳しい状況にあるため、最終処分場の残余容量は 18年間続けて減少しており、ごみ処理事

業経費は増加している。
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